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 図 1 に示した 2 地点に観測点を設置し、試料採取を行った。上流観測点は勾配が急な森林地帯、下
流観測点は河畔湿地帯で、DOC 供給源として知られ
ている。各観測点で 2006 年～2008 年にかけて平水
時に数回試料採取を行った。下流観測点には連続採
水器を設置し、降雨量や河川水位、流速、濁度の観
測とともに、1 時間当たり 10 ㎜以上の降雨時に河川
水を 1 時間ごとに 24 回採水した。研究対象とした降
雨イベントは計 5 回で、2007 年 6 月 22 日、8 月 9





















 全降雨イベント時の DOC 濃度変動幅と河川水位変
動幅との関連性を図 2 に示した。水位変動が大きい










なった。DOC 濃度は降雨観測 4 時間後に急増し、5.5 
mg/L から最高値の 10.6mg/L となり、9 時間後から徐々
に減少し、23 時間後には 5.6mg/L となった。このとき
の河川水の水素・酸素同位体比は図 3 のように、水位
変動や DOC 濃度変動と似た変動を示した。先行研究
より、この変動は河川水の起源が Subsurface water へ変
化したことにより生じたと推察される。 
 280 nm における紫外検出の高速液体サイズ排除ク



























































































の 降 雨 イ ベ ン ト 時 の
HPSEC （ 紫 外 検 出 ：
280 nm）のクロマトグラ
ム
図５： 図４のピーク①とピーク②の比（ピーク①
の高さ／ピーク②の高さ）
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図２：全降雨イベントにおけるDOC濃度変動幅と
河川水位変動幅
図３：2008年9月3日の降雨イベント時の河川水位、
河川水DOC濃度、河川水酸素安定同位体比の降雨
観測直後から23時間後までの経時変化
